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１．概要（Summary）
生物の基本的かつ根本的な単位として細胞は様々な

機能を果たしている。その細胞の熱特性や物性を測定す

ることは非常に重要なテーマであるが、細胞レベルでの

測定は非常に難しく、未だなされていない[1]。本研究では

3法による単一細胞の熱伝導率測定を目的として、ヒー
タと温度センサーを兼ねる金属細線を作製した。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

マスクアライナ

【実験方法】

露光装置等を使用して，線幅 3m，長さ 30mのAlヒー
タ及び SU-8膜を作製した（Fig. 1）。

３．結果と考察（Results and Discussion）
作製したヒータとSU-8膜をFig. 1、2に示す。Alヒータ
をウェットエッチングで作製し、その上に SU-8 厚膜で細
胞を固定するためのキャビティ―を作製した。Al ヒータの
細線部分は線幅 2~3µm 程度、長さは 30µm である。今
回はSU-8の露光用マスクの設計に不備があり、Fig. 1で
は SU-8厚膜で構成されるキャビティ―と 3測定用の Al
細線の位置合わせが設計通りであり、Fig. 2 では SU-8
厚膜位置が細線とずれている。キャビティ―位置と Al 薄
膜センサーの位置が異なる場合、目的の単一細胞の熱

伝導率測定が行えない。今後、マスクの設計を見直すこと

で、構造の位置合わせを改善する。

Fig. 1  optical microscope image of Al heater and 
SU-8 film 

Fig. 2  optical microscope image of Al heater and 
exposure failed SU-8 film  
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